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研究成果の概要 

昨年度に引き続き、すばる望遠鏡 Hyper Suprime-Cam (HSC)で検出された赤方偏移 z~4のライマン・ブ

レイク銀河(Lyman Break Galaxies; LBGs)と Atacama Cosmology Telescope (ACT)を用いて測定された

宇宙マイクロ波背景放射(Cosmic Microwave Background; CMB)における重力レンズ効果を組み合わせ

た宇宙論解析を進めた。特に LBGs のクラスタリング解析に必要なランダム点の生成に関して、HSC の

画像レベルにまで立ち返ることでクラスタリング信号測定における系統誤差を精密に理解することを

目指した。本解析はより多角的に解析を進めるため、実空間とフーリエ空間での解析を進めている。来

年度中には解析結果を発表することを目指す。 

また、LBGsに加えてライマンα輝線銀河(Lyman-α emitters; LAEs)を用いて高赤方偏移宇宙論を行う

可能性を検討した。特に、すばる望遠鏡 HSCに搭載される予定の中間帯域フィルターを用いた LAEsの

検出について、検討を行った。さらに、実際に観測を遂行するため、HSCで広域サーベイを行うために

すばる望遠鏡共同利用時間を用いた観測提案の検討も進めた。また、この HSC中間帯域フィルターを用

いた広域サーベイと米国 Blanco望遠鏡 Dark Energy Camera(DECam)に新たに搭載された中間帯域フィ

ルターを用いて、より大きな高赤方偏移 LAEサンプルを作成する共同研究を、カリフォルニア大学バー

クレー校の研究者と開始した。将来的にはこの銀河サンプルを米国 Dark Energy Spectroscopic 

Instrument (DESI) 2で分光フォローアップし、高赤方偏移の大規模構想の 3次元地図を作成、宇宙論

パラメータの高精度測定を行うことを目指す。 

さらに、昨年度から進めていた電波銀河周辺の CMB重力レンズ効果測定を完了した。電波銀河は近傍か

ら遠方まで幅広い赤方偏移に存在することがわかっているが、正確な赤方偏移分布がわかっていない

という欠点を持つ。そこで、分光銀河とのクラスタリング信号を用いることで、z<2までの電波銀河に

よる CMB重力レンズ効果の寄与を明らかにした。この結果を論文としてまとめ、論文誌に投稿するとと

もに、プレプリントサーバ上で発表した。 
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